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平成 31年 4月 26日

株式会社三河屋商店 様

株式会社 静 タ ー

静 岡 県 10番 地
■1000(代 )

平成 31年 4月 18日 にご依頼のありました異物同定検査について、その結果をご報告致します。

検査物 >

試料 :学校給食用米飯

く検査方法 >

1.目視及び顕微鏡による観察

2.SEM―EDS(走査電子顕微鏡一エネルギー分散型 X線分析装置)による元素分析

<検査結果 〉

1.試料は大きさ約 4 Elm、 厚さが約 0.25mで、片面が金属光沢のある銀色 (写真 2、 写真 3)で、も
う一方の面が光沢の少ない淡黒色 (写真 4、 写真 5)を塁する薄片状の物であった。
2.試料の断面について銀色面、断面の中央付近、淡黒色面の 3箇所を測定した (写真 6の部分)。 元
素分析結果

*は
、表の通りであつた。

表 試料の元素組成 【単位 :質量%】

検査物 濃J定部分
検出元素

アルミニウム ケイ素 鉄 亜鉛

試料

銀色面 1.32 1. 13 84.46 13.09

中央付近 1876 98824

淡黒色面 1.34 98666

*結果は、検出された周期表のナ トリウム以降の元素の質量配分比であり、実際の含有率と:ま異なる。

<考察 >

以上の結果より、試料は主に亜鉛より成る金属片であると推測される。

なお、亜鉛メッキの材質の物質は、食品接触部の機械には使用されていなぃとが多い。

当社の許可なく、本試験成績書の一部を複製し使用することを禁止します。


